
 

 

 

 

                                                  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

              

 

 

   

 

 

                          

  八王子盲学校だより 
          令和５年１月発行 第５号 

東京都立八王子盲学校長 安田 咲登子 

寒さに負けず 

副校長  能瀬 圭介       

今、1年中で 1番寒い季節です。暦で「大寒」と言います。そんな寒さ厳しい毎日ですが、昼休み

には校庭から大きな声を出しながら元気に遊ぶ児童・生徒の姿があり、微笑ましくなります。体育の

授業の武道の単元では相撲に取り組むという話も聞きました。武道の世界では寒い時期にする稽

古を「寒稽古」と呼んでいます。寒さに負けず体を動かした後の体の芯から温まる経験、風邪をひ

かないように自分の体を自分で守る意識が育ってほしいと願っています。 

また、寄宿舎までの坂道は寒い時期、路面が凍結して滑りやすくなり、降雪時の日陰の場所は雪

かきが大変となります。塩化カルシウムを撒いて対応しようと思いますが、こうした作業を高等部の

生徒と一緒に行おうと考えています。決して受け身にならず、今できること、今だからできることは何

かを考えて、邁進してまいります。 

今後とも本校への御理解、御支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

新しい年に 

校長  安田 咲登子 

 皆様方におかれましては、新年をお健やかにお迎えになられたことと存じます。本年も本校の教

育活動への御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今年は卯（うさぎ）年です。うさぎの特徴と古くから言い伝えに結び付けて、三つの願いを考えまし

た。うさぎは穏やかで温厚な性質であることから、「皆が心身ともに健康で安定した日々が過ごせる

年に」、また、ぴょんぴょんと元気に跳ねる特徴から「飛躍、向上する年に」、そして、感度の良い、

大きな耳の特徴から「小さな音もしっかり聞き、受け止められる年に」なることを願い、努力してまいり

ます。 

 12月に八王子市役所の方々と街づくりについて情報交換をする時間をいただきました。みんなが

動きやすい、住みやすい街づくりの構想の中で、盲学校の意見を聞いてくださったことに感謝しつ

つ、改めてユニバーサルデザインとは、合理的配慮とは、地域で暮らすとは、など、多くのことを考え

る機会をいただきました。点字ブロック、ガードレール、ホームドアなどハード面の整備はもちろんのこ

と、自然に挨拶を交わすことや気軽に声を掛け合えること、困ったときはお互い様、といった人と人

のつながりが多様な人々が暮らす街にとって大切なことなのではないか、と感じました。これには小

さいころからの教育の力が不可欠です。本校においても地域の方々と一緒に、豊かに人と関われる

子供たちを育てていきたいと思います。 



 

                               

 

いじめ防止 １行コラム           主幹教諭  大越 恵仁 

「精金良玉（せいきん りょうぎょく）」 

優れた金属と立派な玉の意から「性格が穏やかで純粋」という意味をもつ、人の性

質を表す四字熟語です。誰にでも広く優しい心をもち、まじめに真心を込めて接しま

しょう。 

職業自立に向けた第１歩 

主任教諭   藤岡 純    

年も令和５年に改まり、年度のまとめの学期ともいえる３学期が始まりました。未だに新型コロナウイ

ルス感染症が落ち着かず、不安な気持ちをもち続けている方も多いと思います。 

そんな中でも、理療科３年生の皆さんは、いよいよ国家試験に向けて残り１か月となりました。２月 

２５日（土）には、あん摩マッサージ指圧師試験が、翌２６日（日）には、はり師・きゅう師試験が行われ

ます。受験生の皆さんは、健康管理に十分留意して、これまで培ってきた実力を十分に発揮して、国

家試験本番に臨んでください。八王子盲学校の全教職員が応援しています。在校生の皆さんや保護

者の皆さんもぜひ応援してください。 

校舎改築について 

                   主幹教諭   野村 利己 

 八王子盲学校が誕生したのは今から 90 年以上前の 1930（昭和５）年４月になります。

1926（大正５）年に千人町で治療院を開業していた島崎正輔氏（27 歳 視覚障害者）が、

当時八王子市長だった武藤文吾氏（後の初代校長）に鍼治療をしているとき、会話の中で盲

学校の必要性を訴えたことが八盲誕生のきっかけになったと言われています。 

 開校当初は、八王子市立第七小学校のすぐ近く（上野町 66 番地）にあった八王子商業公

民学校を昼間だけ間借りして学校を運営していたそうです。その後、全盲で実業家だった立

川吉五郎氏が土地を無償で提供してくださり、1937（昭和 12）年にこの地に引越しをしま

した。校舎は戦争による焼失や老朽化などで何度か建て替えられ、現在の校舎は 1971（昭

和 46）年から 1978（昭和 53）年にかけて建設されたものです。八盲誕生に尽力された深

沢洋治郎氏（第３代校長）と立川氏の功績を讃えた記念碑が現在も東玄関の外に並んで立っ

ています。 

 八王子盲学校はこれまで多くの方々の努力と愛情により長い歴史を刻んできましたが、こ

のたび校舎改築という新たなステップを踏むこととなりました。良き伝統を継承しつつ、数

十年後を見据えた視覚障害教育の学び舎となるよう改築に向け職員一同尽力して参ります。  

３月にはプール棟の解体が始まります。2024（令和６）年８月に仮設校舎に引越しをし、

工事が順調に進めば 2028（令和 10）年４月から新校舎での生活となります。工事期間中は

校庭や体育館・プールがなかったり、騒音が出たりと、一定の制約を受けながらの学校生活

となりますが、御理解・御協力をお願いいたします。 


